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IO
文
教
施
策
の
総
合
的
推
進
．
教
育
改
革
の
推
進
／
地
域
に
お
け
る
文
教
施
策
の
充
実

／
文
教
政
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
充
実
／
「
我
が
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員

の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

1
2生
涯
学
習
•
生
涯
学
習
の
振
興
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

14t
J
J
等
中
等
教
育
．
初
等
中
等
教
育
の
概
況
／
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
／
学
校
週
五
日
制
の

実
施
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
善
／
健
康
教
育
の
充
実
／
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
／
高

等
学
校
教
育
の
改
革
／
幼
稚
園
教
育
・
職
業
教
育
•
特
殊
教
育
の
振
興
／
よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
教

職
員
定
数
の
充
実
等
教
育
条
件
の
整
備
／
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
／
海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育
の
充

実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
／
同
和
教
育
の
振
興

2
4高
等
教
育
•
高
等
教
育
の
現
状
と
整
備
の
方
向
／
高
等
教
育
改
革
の
推
進
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育

の
推
進
／
理
工
系
人
材
の
養
成
／
医
学
教
育
等
の
改
善
／
大
学
院
の
充
実
と
改
革
／
国
立
大
学
の
整
備
充

実
等
／
公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
／
学
生
の
就

職
に
つ
い
て
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
高
等
教
育
の
推
進

3
0私
立
学
校
•
私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

孟
学
術
研
究
•
学
術
行
政
の
概
況
／
科
学
研
究
費
補
助
金
の
拡
充
と
出
資
制
度
の
創
設
／
若
手
研
究

者
の
養
成
・
確
保
／
学
術
研
究
体
制
の
整
備
／
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
学
術
研
究
の
社
会
的
協
カ
・

連
携
の
推
進

3
6社
会
教
育
•
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

3
8ス
ポ
—
ッ
•
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
／
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

4
2す
〈
化
•
文
化
政
策
の
推
進
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
国
語
•
著
作
権
・
宗
務
／
文
化
財
の
保
存
・
活
用

の
推
進
／
国
立
文
化
施
設
の
整
備
・
充
実

4
6国
際
交
流
・
協
力
•
国
際
交
流
・
協
力
の
概
況
／
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
国

際
交
流
・
協
力
／
留
学
生
交
流
の
推
進
／
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
推
進

5
0情
報
化
の
推
進
•
情
報
化
施
策
の
概
況
／
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
各
分
野
の
取
組

5
2文
教
施
設
•
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
等
の
推
進
／
初
等
中
等
教
育
施
設
の
整
備
方
策

／
国
立
学
校
施
設
の
整
備
充
実

54
平
成
ハ
年
度
予
算
／
文
部
省
の
機
構
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

84編
集
後
記

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
若
い
人

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
新
潟
県
上
越
地
域
広
域
行
政
紺
合

7
7鑑
賞
席
•
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち

7
2
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

•
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

•
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
自
生
南
限
地
帯

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
●
極
楽
井

表
3
文
化
財
紹
介

•
八
戸
及
び
周
辺
地
域
の

漁
榜
用
具
と
浜
小
屋

6

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
•
高
野
進

“
焦
点
ー
文
教
施
策

63お
知
ら
せ

64中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

•
東
京
都
•
京
都
府
•
島
根
県
•
宮
崎
県

10ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

•
香
川
大
学
•
島
根
大
学

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
九
州
大
学
機
能
物
質
科
学
研
究
所

66
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
・
推
進

5
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文
化
は
国
民
一
人
一
人
に
と
っ
て
生
き
る
あ
か
し
、
~

生
き
が
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
の
基
盤
を
形
成
す
~

る
最
も
重
要
な
要
素
の
一
っ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
~

日
本
は
、
ま
さ
に
人
々
が
文
化
活
動
を
通
じ
て
心
に
~

う
る
お
い
を
持
っ
て
、
真
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
~

と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
を
重
視
し
た
国
づ
く
り
を
~

行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
~

こ
の
た
め
文
化
庁
と
し
て
は
、
古
来
の
伝
統
文
化
~

を
継
承
し
な
が
ら
、
芸
術
文
化
の
創
造
•
発
展
を
図
~

る
と
と
も
に
、
文
化
を
通
じ
た
国
際
貢
献
を
行
う
こ
~

と
な
ど
を
通
じ
て
、
ニ
―
世
紀
に
向
け
て
新
し
い
文
~

化
立
国
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
~

考
え
に
立
っ
て
、
文
化
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
に
努
~

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
八
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
総
額
七
五
〇
~

筐
円
を
計
上
し
た
が
、
の
嶺
~
0
頁
は
八
二
億
円
で
、
~

地
域
に
根
ざ
し
た
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
新
た
に
「
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
す
る
。
こ
の
事
業

は
、
地
域
の
文
化
遺
産
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
地

域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
芸
術
文
化
活
動
を
活
発
に

し
、
身
近
に
優
れ
た
芸
術
文
化
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
魅
力
的
な
”
ま
ち
づ
く
り
“

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
化
会
館
の
支
援
の
た
め
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
や
舞
台
技
術
な
ど
に
関
す
る
研
修
に
よ
っ
て
職

員
の
専
門
的
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
会
館
が
自
ら
舞
台
公
演
を
企
画
す
る

な
ど
、
主
体
的
な
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な

芸
術
文
化
に
つ
い
て
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
た
め
、
「
芸
術
情
報
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
て
、
専

門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
た
「
地
域
文
化
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
も
、

芸
術
家
や
芸
術
団
体
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
簡
単
に

入
手
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
な
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
芸
術
団
体
と
文
化
会
館

と
の
間
で
の
情
報
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る
。

平
成
八
年
度
の
国
民
文
化
祭
は
、
九
月
二
八
日
か

ら一

0
月
七
日
に
か
け
て
「
い
の
ち
と
く
ら
し
1

包
地
域
レ
ベ
ル
の
文
化
活
動
の
展
開

伸
び
率
は
前
年
度
を
上
回
る
―
ニ
・
三
％
増
と
国
の
~

一
般
歳
出
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
中
で
高
水
準
を
確
保
~

し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
芸
術
創
造
活
動
の
推
進
（
ア
~

ー
ッ
プ
ラ
ン
2
1
)
、
②
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
~

③
文
化
財
の
保
存
・
公
開
活
用
の
推
進
、
④
文
化
を
i

支
え
る
人
材
の
養
成
・
確
保
、
⑤
文
化
の
国
際
交
流
・
~

協
力
の
推
進
、
⑥
文
化
発
信
の
た
め
の
基
盤
整
備
等
~

の
諸
施
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
で
い
る
。
~

優
れ
た
芸
術
創
作
活
動
の
推
進

芸
術
活
動
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ー
ッ
プ
ラ

ン
2
1
」
と
し
て
芸
術
創
造
活
動
に
対
す
る
支
援
の
抜

本
的
な
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
①
我
が
国
の
舞
台
芸
術
水
準
の
向
上
を
図
る
上

け
ん

で
直
接
的
な
索
引
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
芸

術
団
体
へ
の
重
点
支
援
の
幕
入
、
②
海
外
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
ヘ
の
参
加
へ
の
支
援
等
、
国
際
芸
術
交
流
の

推
進
、
③
研
修
事
業
等
、
統
括
団
体
の
行
う
芸
術
創

造
基
盤
整
備
へ
の
支
援
、
④
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

に
対
す
る
新
た
な
補
助
金
の
創
設
に
よ
り
、
我
が
国

の
舞
台
芸
術
の
水
準
向
上
に
資
す
る
優
れ
た
公
演
ヘ

の
支
援
を
実
施
す
る
。

我
が
国
の
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
現
代
舞
踊
、
演
劇

な
ど
の
現
代
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
な
る
新
国
立
劇
場

で
は
、
平
成
九
年
一

0
月
の
開
場
に
向
け
て
、
建
設
工

事
、
開
場
記
念
公
演
等
の
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
五

0
回
を
迎
え
た
芸
術
祭
に
つ
い
て

は
、
大
阪
で
の
参
加
公
演
の
実
施
や
、
放
送
部
門
の

参
加
等
を
図
る
な
ど
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

映
画
芸
術
の
振
興
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
映
画

芸
術
振
興
の
拠
点
と
し
て
昨
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
特
別
企
画
上
映
を
行
う
と
と
も
に
、
映
画
に
関

す
る
人
材
養
成
や
我
が
国
の
優
れ
た
近
作
映
画
を
海

外
に
紹
介
す
る
事
業
等
を
実
施
す
る
。

若
手
芸
術
家
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
「
芸
術
家
在

外
研
修
制
度
」
の
研
修
員
数
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
海

外
で
の
研
修
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
新
た
に
設
け

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
広
く
国
民
が
芸
術
文
化
に
親
し
み
、
自

ら
の
手
で
新
し
い
文
化
を
創
造
で
き
る
よ
う
な
基
盤

整
備
の
た
め
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
り
、
引
き

続
き
芸
術
創
造
活
動
に
対
し
て
幅
広
く
助
賊
し
て
い

こ
う
し
た
施
策
以
外
に
、
舞
台
芸
術
の
巡
回
公
演
、

国
立
博
物
館
・
美
術
館
の
所
蔵
作
品
を
活
用
し
た
巡

回
展
な
ど
に
よ
る
優
れ
た
芸
術
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
、

学
芸
員
な
ど
の
美
術
館
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
、

芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
る
地
域
文
化
振
興
活
動
へ

の
助
成
な
ど
を
行
う
。

．
i
ぢ
~
i
ざ
芍
ル
頑
，
一
が
遵
界
・
ジ
歪
龍
奇
氾
奮
f

~
山
県
で
第
一
―
回
大
会
が
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文

~
化
祭
は
、
八
月
六
日
か
ら
一

0
日
に
か
け
て
「
星
よ

~
集
え
輝
け
北
斗
の
地
に
」
を
テ
ー
マ
に
北
海
道

~
で
第
二
0
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る。

ク
~

国
語
審
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
言
葉
遣
い
に
関

す
る
こ
と
」
、
「
情
報
化
・
国
際
社
会
へ
の
対
応
に
関

す
る
こ
と
」
を
中
心
に
審
議
を
行
い
、
平
成
七
年
―
―

月
に
は
審
議
経
過
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

引
き
続
き
新
し
い
時
代
に
応
じ
た
国
語
施
策
の
在
り

方
に
つ
い
て
審
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
化
の
進
展
に
伴
う
国
内
外
の
日
本
語

学
習
者
の
増
大
、
学
習
目
的
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に

対
応
す
る
た
め
、
日
本
語
教
育
の
指
導
内
容
・
方
法
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日

(1) 

文

化

(1) 

国
語
施
策
の
推
進

＾

》

文

教

施

策

の

進

展

●

平

成

八

年

度

の

展

望
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本
語
教
育
や
、
地
域
社
会
に
お
け
る
外
国
人
の
急
増

を
踏
ま
え
、
地
域
日
本
語
教
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
八
年
度
に
お
い
て
は
、
新
た
に
通
信
衛
星
や

マ
ル
チ
メ
デ
f
ア
を
活
用
し
た
事
業
を
中
心
に
高
度

情
報
化
に
対
応
し
た
日
本
語
教
育
の
在
り
方
に
関
す

る
胴
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
中
国
帰
国
者
に
対

す
る
日
本
語
通
信
教
育
を
試
行
的
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

著
作
権
制
度
は
、
様
々
な
ソ
フ
ト
の
創
作
活
動
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
法
的

差
盤
で
あ
る
。
そ
の
た
め
r

文
化
庁
に
お
い
て
は
、

技
術
の
発
達
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
国
院
的

な
動
向
等
を
踏
ま
え
、
適
時
適
切
に
改
善
を
図
っ
て

お
り
、
本
年
度
に
お
い
て
ほ
、
次
の
よ
う
な
施
策
を

購
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
C

第
一
に
、
情
鞍
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
の
著

作
橙
施
策
の
展
開
を
図
る
。
近
年
の
テ
ジ
タ
ル
化
s

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
よ
り
著
作
初
の
利
用
が

多
様
化
・
大
蠍
化
す
る
こ
と
等
に
伴
い
r

「
櫂
利
処

理
上
の
課
題
」
及
び
「
制
度
上
の
課
題
」
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
e

，
又
化
庁
で
は
、
「
権
利
処
理
上
の
開
題
」

に
対
応
す
る
た
め
、
適
切
か
つ
円
滑
な
椛
利
処
理
ル

ー
ル
の
確
立
を
目
指
し
r

関
係
者
に
よ
る
協
麒
を
促

進
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
著
作
招
権
利
惰
報
集

由
腸
桐
乞
仮
称
）
l

(

．
各
分
野
O
J
箸
作
初
に
開
す
る
桐

こ
れ
ら
の
研
修
会
の
拡
充
を
屈
る
こ
と
と
し
て
い
る

C
~

こ
の
ほ
か
管
理
連
営
の
た
め
の
事
例
集
や
指
導
書
を
~

作
成
し
、
広
く
宗
教
法
人
関
係
者
に
配
布
す
る
な
ど
、
~

宗
教
法
人
の
管
理
連
営
の
一
層
の
適
正
化
に
努
め
て
＂

い
る
。ま
た
、
我
が
国
の
宗
教
団
体
を
め
ぐ
る
諸
状
況
に

つ
い
て
の
基
礎
的
な
調
査
研
究
及
び
分
析
を
行
う
と

と
も
に
、
諸
外
国
の
宗
教
事
情
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
す
る
。
更
に
、
宗
教
全
般
に
関
す
る
情

報
の
収
集
、
提
供
シ
ス
テ
ム
及
び
苦
情
。
祖
談
シ
ス

テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
。

我
が
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
．
は
ぐ
く
ま
~

れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
国
民
の
貴
重
~

な
財
産
で
あ
る
文
化
財
は

r

我
が
国
の
歴
史
、
伝
統
、
~

文
化
等
の
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
て
き
な
い
も
~

の
で
あ
り

r

我
が
国
の
優
れ
た
伝
統
文
化
を
守
り
伝
~

え
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
ほ
文
化
政
策
の
極
め
~

。

て
重
要
な
課
題
で
あ
る

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
f
文
化
財
を
大
~

切
に
保
存
し
て
次
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
積
~

極
的
に
公
開
。
活
用
を
行
い
、
広
く
国
民
に
蜆
し
ま
~

れ

る

施

策

に

取

り

組

妙

こ

と

と

し

て

い

る

。

i

ま
た
、
「
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
存
。
活
用
に
関

す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
の
報
告
を
踏
ま
え
、

四
著
作
権
施
策
の
展
開

利
所
在
情
報
を
一
つ
の
窓
口
で
利
用
者
に
提
供
す
る
~

シ
ス
テ
ム
の
管
理
量
運
営
を
行
う
組
織
）
を
設
立
す
る
~

た
め
の
調
査
研
究
を
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。
ま
~

た
、
著
作
権
審
議
会
権
利
の
集
中
管
理
小
委
員
会
に
~

お
い
て
、
権
利
の
集
中
管
理
の
制
度
全
体
の
在
り
方
~

に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
~

あ
る
。
「
制
度
上
の
騨
題
」
に
つ
い
て
は
｀
．
著
作
権
審
議
~

会
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
小
委
員
会
に
お
い
て
｀
．
国
内
外
の
~

意
見
や
W
I
P
o
（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）
等
に
お
~

け
る
国
際
的
な
動
向
を
見
つ
つ
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
~

第
二
に
、
国
民
の
著
作
権
に
対
す
る
一
層
の
理
解
~

を
深
め
、
著
作
権
の
保
護
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
~

各
種
詞
習
会
の
開
催
や
資
料
の
発
行
等
を
通
ド
、
著
~

作
権
思
想
の
普
及
。
啓
発
に
努
め
る
。
特
に
、
早
期
ぃ

か
ら
著
作
権
保
護
意
識
を
高
め
る
た
め
、
本
年
度
か
~

ら
、
中
学
校
等
の
生
徒
を
対
象
に
著
作
権
に
つ
い
て
い

基
本
的
な
考
え
方
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
「
著
~

作
権
読
茫
を
新
た
に
作
成
。
配
布
す
る
。
~

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
違
法
コ
~

ピ
ー
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
六
年
度
か
ら
三
年
計
~

画
で
、
学
校
や
企
業
等
を
対
象
と
し
た
ニ
コ
ン
ピ
ュ
~

ー
タ
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
管
理
の
手
引
」
を
作
成
。
~

配
布
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
（
本
年
度
は
、
企
業
~

向
け
の
手
引
を
作
成
す
る
）
0

，

第
三
に
、
著
作
権
分
野
に
お
け
る
国
際
的
協
力
を

批
進
す
る
。
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
著
作
憧
制
度
の

薔
及
促
悲
を
団
る
た
め
、

O
D
A
事
業
と
し
て
、
'
r
/

近
代
の
文
化
退
産
の
保
存
と
活
用
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。平
成
八
年
度
に
お
い
て
は
、
阪
神
。
淡
路
大
震
災

で
被
害
を
受
け
た
国
宝
。
重
要
文
化
財
建
造
物
等
の

災
害
復
旧
事
業
を
行
う
。
さ
ら
に
｀
．
国
宝
・
重
要
文

化
財
等
の
買
士
事
業
及
び
保
存
修
理
。
防
災
事
業
、

な
ら
び
に
、
辰
史
的
な
集
落
町
並
み
の
保
存
修
理
事
．

業
及
び
防
災
施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
~

史
跡
等
の
保
存
整
備
。
活
用
に
つ
い
て
は
、
道
を
・

軸
に
交
通
遺
跡
等
を
復
元
。
整
備
す
る
「
歴
史
の
道
~

整
備
活
用
推
進
事
業
」
を
新
た
に
実
施
す
る
と
と
も
~

に
、
「
大
規
模
遺
跡
総
合
整
備
事
業
（
古
代
ロ
マ
ン
~

再
生
事
業
）
」
を
行
う
。
ま
た
、
~
史
跡
等
の
公
有
化
i

助
成
を
一
層
充
実
す
る
と
と
も
に
、
史
跡
等
保
存
管
。

理
計
画
の
策
定
を
推
進
し
て
い
く
。

近
代
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
近
代
遺
跡
緊
急
調
査

を
新
た
に
実
施
す
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
発
棚
調
査
に
対
す
る

補
助
事
業
を
拡
充
し
、
7

復
旧
。
復
興
事
業
に
伴
う
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
。
ま
た
新
た
に
防

災
機
能
に
も
配
慮
し
た
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
特
色

あ
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

整
備
促
進
を
図
る
。

さ
ら
に
、
人
間
国
宝
の
「
わ
ざ
」
と
文
化
財
を
守

る
技
術
の
公
開
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
民
俗

芸
能
の
等
典
と
し
て
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
文
化
財
修
理
技
術
者
等
の
国
内
研
修
を
拡

文
教
施
策
の
退
展
棗
成
八
年
度
の
展
望

(3) ジ
ア
地
域
著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
研
修
生
の
受

入
れ
、
専
門
家
の
派
遣
を
内
容
と
す
る

A
Dょ
A
C
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ジ
ア
地
域
著
作
権
制
度
普
及
促
進

事
業
）
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

宗
務
行
政
の
推
進

現
在
の
宗
教
法
人
制
度
を
規
定
す
る
宗
敦
法
人
法

は
、
昭
和
二
六
年
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
が
、
法
制
定
以

降
の
社
会
状
況
の
変
化
や
宗
教
法
人
の
実
態
の
変
化

に
よ
っ
て
f
制
度
が
実
態
に
合
わ
な
い
面
が
生
じ
て

お
り
、
特
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
契
機
と
し
て

宗
教
法
人
制
度
や
そ
の
運
用
の
在
り
方
、
宗
教
団
体

の
活
動
の
在
り
方
に
対
し
、
各
方
面
か
ら
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
、
国
民
か
ら
そ
の
見
直
し
を
図
る
べ
き
と

の
意
見
が
裔
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の
原
則
を

遵
守
し
つ
つ
宗
教
法
入
制
度
の
適
正
な
運
用
を
確
保

す
る
た
め
の
法
改
正
が
な
さ
れ
、
平
成
七
年
ロ
一
月

一
五
日
に
改
正
法
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
法
の
施
行
は
r

公
布
の
日
か
ら
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
と
さ
れ

て
お
り
、
文
化
庁
で
は
そ
の
円
滑
な
施
行
の
た
め
、
宗

敦
法
人
関
係
者
等
に
内
容
の
周
知
等
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
庁
て
は
宗
教
法
人
の
所
轄
庁
で
あ
る

都
道
府
県
の
担
当
者
や
包
括
宗
教
法
人
の
指
導
者
、

宗
教
法
人
の
法
人
慕
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
各
種

研
修
会
を
開
儲
し
て
い
る
が
、
平
成
八
年
偲
に
は
、

充
す
る
と
と
も
に
文
化
財
保
存
技
術
、
重
要
無
形
文

化
財
の
保
護
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
機
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
八
年
度
に
お
い
て
は
、
東
京
回

立
博
物
館
「
平
成
館
（
仮
称
ご
及
び
「
法
隆
寺
宝

物
館
」
、
奈
良
国
立
博
物
館
「
第
二
新
館
L

並
び
に

国
立
西
洋
美
術
館
の
展
示
施
設
等
の
工
事
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

や
、
国
立
国
際
美
術
館
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
や
絵
画
、
エ

芸
部
門
等
の
全
国
的
な
公
募
展
を
行
う
新
し
い
美
術

展
示
施
設
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
分
野
を
越
え
て
芸
術
家
が
集
う
国
際
的
な
芸
術

創
造
を
行
う
場
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を

開
始
す
る
。

さ
ら
に
、
国
立
博
物
館
。
美
術
館
の
収
蔵
品
や
公

立
文
化
施
骰
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
文
化

情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る。
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●
巻
頭
言

国
語
施
策
五

0
年

の

歩

み

金

田

一

春

滲

●
座
談
会

国
語
施
策
に
期
待
す
る
こ
と

ー
（
出
席
者
）
如
月
小
春
／
西
尾
珪
子
／
堀
田
倫
男

松
村
明
／
水
谷
修
／
（
司
会
）
大
島
有
史

●
論
文

第
二
次
大
戦
後
五

0
年
の
国
字
問
題
ー
築
島
裕

●
エ
ッ
セ
イ
|
グ
＞
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
／
斎
佼
秀
夫

●

事

例

紹

介

群

馬

県

太

田

市

ほ

か

で

あ

い

ふ

れ

あ

い

植

田

和

弘

と
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座

大
学
の
公
開
講
座
か
ら
徳
島
大
学
・
長
崎
大
学

都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ボ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

秋
田
県
・
岐
阜
県
・
高
知
県
・
廊
児
島
県
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号
）
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一 編

集

▽
今
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
、
年
度
の

初
め
と
い
う
こ
と
で
平
成
八
年
度
の
文

教
施
策
全
般
を
紹
介
す
る
「
文
教
施
策

の
進
展
」
で
す
。
我
が
国
の
教
育
・
学

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
の
施

策
の
推
進
を
、
文
部
省
が
ど
の
よ
う
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、
こ
の

特
集
を
通
じ
て
御
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

▽
新
年
度
に
な
り
ま
し
た
今
月
号
か
ら
、

本
誌
の
企
画
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

新
し
い
企
画
と
し
て
は
、
生
涯
学
習
に

重
点
を
置
く
こ
と
と
し
て
、

r
ポ
イ
ン

ト
生
涯
学
習
」
、
「
ど
ん
な
講
座
こ

ん
な
講
座
—
大
学
の
公
開
講
座
か
ら
」
、

r
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ
」
を
掲
載

し
ま
す
。
生
涯
学
習
振
興
の
た
め
の
行

政
の
様
々
な
取
組
や
、
大
学
の
公
開
講

座
を
通
じ
て
開
か
れ
た
大
学
に
つ
い
て
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
新
し
い
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
現
代
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り
や
す
く
紹
介

後

し
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
は
じ
ま
る
「
で
あ
い

・
ふ
れ
あ
い
L

は
、
時
の
人
話
題
の
人

に
登
場
い
た
だ
き
、
人
生
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
影
響
を
受
け
た
人
、
本
、

動
植
物
等
と
の
出
会
い
触
れ
合
い
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
月
号
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
陸
上
四

0
0
m
走
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
の
高
野
進
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
部
変
更
し
た
も
の
と
し
て
、
「
名

作
シ
リ
ー
ズ
L

は
奈
良
国
立
博
物
館
に

代
わ
り
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
御
協

力
を
い
た
だ
き
同
美
術
館
所
蔵
の
名
作

を
一
年
間
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
変
更
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
天
然
記
念
物
歳
時
記
は
一
年

間

r
花
ご
よ
み
」
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

読
者
の
皆
様
の
御
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

(

T

.

K

)
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